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夏季フォーラム 2022

サステイナブルな
資本主義を実践する

　経団連は 7 月 21、22 の両日、軽井沢で夏季フォーラム 2022（議長＝中村邦晴副会長）

を開催した。同会合には、十倉雅和会長、冨田哲郎審議員会議長をはじめ副会長、審議

員会副議長 40 名が参加し、「サステイナブルな資本主義を実践する」を統一テーマに、

講演や討議が行われた。特別セッションでは、岸田文雄内閣総理大臣が講演を行い、政

策実行を含めた一層の官民連携の実現に向け、経済界への期待を表明した。討議結果は、

「経団連夏季フォーラム 2022 行動宣言」として採択され、十倉会長・中村議長から岸田

首相に手交した。

　本特集では、講演要旨、行動宣言、討議テーマに関連した寄稿を紹介する。

経団連会長／住友化学会長　十倉 雅和

第１分科会座長　ディー・エヌ・エー会長　南場 智子
討議テーマ「イノベーションをいかに起こしていくか」

第3分科会座長　旭化成会長　小堀 秀毅
討議テーマ「GXをいかに進めていくか」

第２分科会座長　東日本旅客鉄道会長　冨田 哲郎
討議テーマ「地方をいかに元気にしていくか」

第4分科会座長　三井物産会長　安永 竜夫
討議テーマ「自由主義的国際秩序に対する挑戦に日本はどう対応すべきか」

経団連副会長／住友商事会長／夏季フォーラム2022議長　中村 邦晴
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